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『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

O
O九

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

ニ
O
O九
年
二
月
二
八
日
発
行
)

江
戸
期
漢
文
訓
読
に
お
け
る
懐
徳
堂
点

は
じ
め
に

訓
読
と
は
、
漢
文
(
古
典
中
国
語
)
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
一
種
の
技
術
で
あ
る
。

日
本
語
が
多
く
漢
字
を
用
い
る
た
め
可
能
と
な
る
技
術
だ
が
、
日
本
語
と
漢
文
と
は

語
順
や
文
法
規
則
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
漢
文
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
際

に
は
、
語
順
の
顛
倒
や
送
り
仮
名
の
附
加
が
必
須
と
な
る
。
例
え
ば
、
「
中
華
ノ
人
ハ

治
国
平
天
下
ト
イ
フ
ヲ
、
日
本
ノ
人
ハ
、
国
ヲ
治
ム
、
天
下
ヲ
平
ニ
ス
ト
イ
フ
、
中

華
ノ
人
ハ
無
所
不
至
ト
イ
フ
ヲ
、
日
本
ノ
人
ハ
至
ラ
ザ
ル
所
ナ
シ
ト
イ
フ
類
ナ
リ
」

(
太
宰
春
台
『
和
読
要
領
』
「
顛
倒
読
害
文
義
説
」
)
な
ど
が
そ
の
例
に
あ
た
る
。

訓
読
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
存
在
す
る
が
、
江
戸
期
に
至
り
出
版
文
化
が

盛
ん
に
な
る
と
、
「
然
ル
ニ
薩
摩
ノ
僧
文
之
四
書
ヲ
読
ミ
、
羅
山
先
生
四
書
五
経
ヲ
読

ミ
テ
ヨ
リ
、
後
来
コ
レ
ニ
倣
フ
者
数
十
家
、
各
其
本
ア
リ
テ
世
ニ
行
ハ
ル
」
(
太
宰
春

台
『
和
読
要
領
』
「
倭
読
総
説
」
)
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
各
種
の
訓
読
法
が
現
わ
れ
る
。

そ
の
多
く
が
開
発
・
提
唱
者
の
名
を
冠
し
て
お
り
、
代
表
的
な
ち
の
に
、
南
浦
文
之

の
文
之
点
、
林
羅
山
の
道
春
点
、
太
宰
春
台
の
太
宰
点
、
後
藤
芝
山
の
後
藤
点
、
佐

藤
一
斎
の
一
斎
点
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
と
共
に
、
懐
徳
堂
の
名
を
冠
す
る
訓
読
法

と
し
て
、
懐
徳
堂
点
と
い
う
名
称
が
知
ら
れ
る
。

佐

野

大

介

一
口
に
「
懐
徳
堂
点
」
と
い
っ
て
も
、
初
代
学
主
三
宅
石
庵
以
下
、
懐
徳

堂
に
は
歴
代
多
数
の
漢
学
者
が
在
籍
し
て
い
た
た
め
に
、
懐
徳
堂
関
係
者
が
統
一
さ

れ
た
訓
点
を
使
用
し
て
い
た
の
か
、
も
し
く
は
、
何
を
(
誰
の
点
を
)
以
て
懐
徳
堂

点
と
す
る
の
か
と
い
っ
た
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本

稿
で
は
、
新
資
料
の
検
討
と
他
の
訓
読
法
と
の
比
較
よ
り
、
懐
徳
堂
点
の
実
態
と
特

徴
と
に
つ
い
て
少
し
く
考
え
て
み
た
い
。

た
だ
、

『
懐
徳
堂
改
正
副
墨
例
墨
』
と
諸
本
の
訓
読
法
と
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懐
徳
堂
点
と
は
、
長
ら
く
実
態
の
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
二

O
O

四
年
、
三
木
家
よ
り
大
阪
大
学
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
に
寄
託
さ
れ
た
懐
徳
堂
関

連
資
料
の
中
に
、
『
懐
徳
堂
改
正
副
墨
例
客
』
な
る
資
料
が
発
見
さ
れ
、
状
況
に
変
化

が
生
じ
た
。
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
資
料
寄
託
に
関
す
る
解
説
に
依
っ
て
紹
介
す

る
と

書
籍
h
叩
『
懐
徳
堂
改
正
副
墨
例
署
』
は
、
懐
徳
堂
に
お
け
る
「
副
墨
」
訓
読

法
の
凡
例
で
あ
る
。
わ
ず
か
二
葉
の
仮
綴
本
で
あ
る
が
、
懐
徳
堂
独
自
の
訓
読

法
を
示
し
た
貴
重
な
紗
本
で
あ
る
。
下
記
の
よ
う
な
体
裁
で
、

一
葉
を
上
下
二



段
に
分
け
、
上
段
に
一
般
的
な
訓
読
法
、
下
段
に
懐
徳
堂
の
訓
読
法
を
示
し
て

お
り
、
示
さ
れ
た
凡
例
は
、
お
よ
そ
四
十
六
条
で
あ
る
。
(
「
大
圧
屋
三
木
家
所

蔵
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
寄
託
受
け
入
れ
に
つ
い
て
」
、
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』

二
O
O
玉
、
平
成
一
七
年
)

と
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
解
説
に
は
、
「
辻
川
三
木
家
の
六
代
目
当
主
で
あ
る
通
明
(
一

七
八
二

1
一
八
四
四
年
)
は
中
井
竹
山
は
股
野
達
軒
ら
に
学
び
、
七
代
当
主
の
通
深

(
一
八
二
四

1
一
八
五
七
年
)
は
並
河
寒
泉
や
林
聖
樫
ら
に
学
ん
だ
:
:
:
通
明
お
よ

び
通
深
が
懐
徳
堂
に
学
ん
で
い
た
関
係
か
ら
、
三
木
家
の
蔵
書
の
中
に
は
懐
徳
堂
に

関
わ
る
資
料
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
:
:
:
特
筆
す
べ
き
は
、
通
深
が
懐
徳
堂
に
遊

学
し
た
際
に
作
製
し
た
多
数
の
紗
本
で
あ
ろ
う
。
通
深
が
懐
徳
堂
に
滞
在
し
て
い
た

の
は
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
年
)
の
後
半
、
わ
ず
か
半
年
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
が
、

桐
園
や
寒
泉
は
こ
の
「
神
童
」
の
帰
郷
に
際
し
、
幾
種
も
の
送
序
や
駿
を
送
っ
て
い

る
」
(
前
掲
解
説
)
と
あ
り
、
『
懐
徳
堂
改
正
副
墨
例
客
』
も
こ
の
遊
学
の
際
に
通
深

に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
懐
徳
堂
改
正
副
墨
例
墨
』
(
以
下
、
『
副
墨

例
客
』
と
略
称
)
と
は
、
!
そ
の
名
の
通
り
、
上
段
に
記
さ
れ
た
「
一
般
的
な
訓
読
法

(
副
墨
ご
を
、
下
段
に
記
さ
れ
た
「
懐
徳
堂
の
訓
読
法
(
副
墨
ご
に
改
正
す
べ
き

文
例
の
概
略
と
い
っ
た
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
こ
に
示
さ
れ
た
訓
読
法

が
通
深
の
学
ん
だ
「
懐
徳
堂
点
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、
『
副
墨
例
客
』
に
見
え
る
訓
読
例
に
つ
い
て
、
実
際
の
書
物
に

付
さ
れ
た
訓
読
と
比
較
し
つ
つ
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
比
較
的
多
数
の
人
物
に
よ
る

訓
点
を
確
認
し
う
る
た
め
、
『
四
書
』
を
中
心
と
し
て
使
用
す
る
。
通
明
は
寒
泉
に
学

ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
懐
徳
堂
関
係
者
の
点
と
し
て
、
同
じ
く
寒
泉
の
教

え
を
受
け
た
中
井
木
蒐
麻
目
が
点
を
付
し
た
『
論
語
逢
原
』
『
孟
子
逢
原
』
、
及
び
、

懐
徳
堂
発
行
の
書
籍
と
し
て
、
二
代
目
学
主
で
あ
る
三
宅
春
楼
が
点
を
付
し
た
『
(
永

日
堂
点
)
監
本
四
書
』
(
須
原
茂
兵
衛
・
風
月
荘
左
衛
門
・
林
伊
兵
衛
・
浅
野
弥
兵
衛
・
橋

本
徳
兵
衛
、
享
和
三
年
)
を
用
い
、
ま
た
懐
穂
堂
以
外
の
点
と
し
て
、
当
時
広
く
普

及
し
て
い
た
後
藤
芝
山
の
点
に
よ
る
『
四
書
』
(
北
村
四
郎
兵
衛
・
須
原
屋
茂
兵
衛
・

須
原
屋
源
助
・
山
内
五
郎
兵
衛
、
嘉
永
三
年
五
刻
)
を
用
い
て
比
較
を
行
な
う
。
さ

ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
懐
徳
堂
蔵
版
『
国
読
耐
正
小
学
』
(
加
賀
屋
善
蔵
・
河
内
屋

吉
兵
衛
製
本
、
嘉
永
三
年
)
及
び
、
後
藤
点
『
小
学
』
(
上
村
藤
右
衛
門
・
北
村
四
郎

兵
衛
発
行
、
文
化
三
年
)
を
用
い
る
。

『
副
墨
例
客
』
に
は
、
三
十
四
条
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら

い
く
つ
か
に
分
類
し
う
る
。
本
章
で
は
、
そ
の
内
の
特
徴
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
、

各
種
訓
読
法
の
実
例
と
比
較
す
る
。
体
裁
と
し
て
は
、
『
副
墨
例
客
』
の
条
を
あ
げ
、

次
に
各
種
訓
読
法
の
実
例
を
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
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「
不
:
・
不
」
の
読
み
に
関
す
る
も
の

01 

イ

マ

タ

ン

ハ

ア

ラ

セ

未

二

|

不

二

|

ス

一

一

一

L

タ

ル

ナ

ラ

セ

恭
一
|
不
一
レ
ー
ー

「
五
口
未
一
一
嘗
不
p

得
レ
見
也
」

(
『
論
語
逢
原
』
八
倫
)

「
吾
未
一
嘗
不
p

得
レ
見
也
」
(
春
楼
点
『
論
語
』
)

タ

テ

ン

ハ

ア

ラ

ル

「

「五ロヰホ
τ
嘗
不
v

得
レ
見
也
」
(
後
藤
点
『
論
語
』
)



ニ

ノ

ヲ

タ

ル

ナ

ラ

セ

ニ

「
五
口
毎
レ
讃
二
聖
人
書
一
未
三
嘗
不
二
粛
敬
封
p

之」

読
剛
正
小
学
』
嘉
言
第
五
、
広
敬
身
)

(『国

ニ

ノ

ヲ

ン

ハ

ア

ラ

〆

セ

ニ

「
吾
毎
レ
讃
ニ
聖
l

人
書
一
未
一
一
一
嘗
不
二
粛
敬
封
p

之」

(
後
藤
点
『
小
学
』
)

02 

テ

ン

ハ

ア

ラ

セ

不
一
敢
不
一
レ
|

テ

ル

ア

ラ

ケ

「
不
二
敢
不
p

告
也
」

「
不
二
敢
不
予
告
也
」

ス

テ

ン

ハ

ア

ラ

サ

「
不
二
敢
不
予
告
也
」

ル

ナ

ラ

マ

「
其
他
不
敢
不
一
レ
慎
」

倫「
其
他
不
二
敢
不
p

慎
」

「
不
二
敢
不
v
勉
」

テ

ル

ナ

ラ

セ

不
二
敢
不
一
レ
|

(
『
論
語
逢
原
』
憲
問
)

(
春
楼
点
『
論
語
』
)

(
後
藤
点
『
論
語
』
)

(
『
国
読
刷
正
小
学
』
善
行
第
六
、
賓
明

(
後
藤
点
『
小
学
』
)

(
『
中
庸
逢
原
』
第
二
ニ
章
相
当
部
)

不

敢
不

勉

(
春
楼
点
『
中
庸
』
)

「
不
こ
敢
不
v

勉
」
(
後
藤
点
『
中
庸
』
)

34 

不

可ー
ニフ

以テ
不ヌ

ア

セ

不

可ー
二フ

以一
不

|セ

カ

ラ

テ

ル

ナ

ラ

「
士
不
レ
可
一
ニ
以
不
一
一
弘
毅
一
」

(
『
論
語
逢
原
』
泰
伯
)

レ

l

ナ
ラ

「
士
不
レ
可
二
以
不
一
-
弘
毅
一
」

(
春
楼
点
『
論
語
』
)

テ

ン

ハ

ア

ル

ナ

ラ

「
士
不
レ
可
三
以
不
一
一
弘
ー
毅
一
」

(
後
藤
点
『
論
語
』
)
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叶
不
・
:
不
:
・
」
を
「
ズ
ン
パ
ア
ラ
ズ
」
「
ズ
ン
パ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
読
む
旧
点
を
、

「
ザ
ル
ナ
ラ
ズ
」
「
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
改
め
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
「
ナ
ラ
ズ
」

と
「
ア
ラ
ズ
」
と
の
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
旧
点
と
後
藤
点
と
が
一
致
し
、
改
点
と
逢

原
及
び
『
国
読
捌
正
小
学
』
と
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
ら
れ
る
。
春
楼
点

が
「
ハ
」
と
振
る
の
は
、
旧
点
と
一
致
す
る
か
。

置
き
字
に
関
し
て

11 

莫ナ

ナ

シ

ナ

ル

莫
レ
大
鷲

ナ
ル
ハ
コ
レ
ヨ
リ

大
レ
駕



シ

ナ

ル

ハ

ヨ

リ

「
楽
莫
レ
大
レ
駕
。
」

(
『
孟
子
逢
原
』
尽
心
上
)

ナ

ル

ハ

ヨ

リ

「
梁
莫
レ
大
レ
駕
。
」

(
春
楼
点
『
孟
子
』
)

シ

ナ

ル

ハ

ヨ

リ

「
楽
莫
レ
大
レ
駕
。
」

(
後
藤
点
『
孟
子
』
)

績
莫

大ナ

鷲

(
『
国
読
耐
正
小
学
』
明
倫
第
二
、
明
父
子
之
親
)

ク

寸

ナ

ル

寸

ヨ

リ

「
績
莫
レ
大
レ
鴬
。
」

(
後
藤
点
『
小
学
』
)

目
的
語
の
「
鷲
」
を
置
き
字
と
す
る
か
ど
う
か
の
対
立
。
『
国
読
剛
正
小
学
』
以
外

は
後
藤
点
及
び
『
逢
原
』
、
春
楼
点
共
に
旧
読
に
従
っ
て
い
る
。
「
駕
」
字
に
関
し
て

は
竹
山
が
、
「
上
ノ
字
ニ
ヨ
リ
テ
、
読
法
ヲ
遷
就
ス
ル
ハ
イ
カ
』
ナ
リ
:
:
:
カ
タ
カ
タ

ニ
テ
、
読
マ
ヌ
方
ニ
カ
タ
ツ
ケ
テ
ヲ
ケ
ハ
、
難
ハ
ナ
キ
寸
ト
、
先
年
決
シ
タ
ル
ナ

リ
」
(
『
字
通
』
属
文
通
字
第
二
引
竹
山
「
与
菱
川
右
門
国
字
蘭
」
V

と
し
て
お
り
、
懐

徳
堂
内
部
で
も
揺
れ
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
索
、
泉
の
著
作
で
あ
る

{
五
)

『
排
怪
』
は
、
こ
の
「
駕
」
を
全
て
置
き
字
と
し
て
い
る
。

12 

於

)ヲ

於

キ

ハ

ム

ル

ヲ

「
三
年
無
レ
改
二
於
父
之
道
一
」

(
(
『
論
語
逢
原
』
学
而
)

「
一
一
丁
年
無
レ
改
-
一
於
父
|
之
l

道一」

(
春
楼
点
『
論
語
』
)

コ
一
ア
年
無
レ
改
二
於
父
之
道
一
」

(
後
藤
点
『
論
語
』
)

明コ
父 て ヲ
子生ド
z 盤
想 J 、、キ

2女ル
於
父
之

道ー

(
『
国
読
刷
正
小
学
』
明
倫
第
二
、

「
三
年
無
レ
改
-
一
於
父
之
道
一
」

(
後
藤
点
『
小
学
』
)

の
助
詞
に
関
す
る
対
立
だ
が
、
春
楼
点
と
『
国
読
側
正
・
小
学
』
と
が
改
点

に
一
致
し
、
後
藤
点
両
種
及
び
『
逢
原
』
は
旧
点
に
一
致
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
な

お
、
ー
『
論
語
逢
原
』
は
「
於
」
の
次
の
語
句
に
全
て
「
ヲ
」
と
送
る
わ
け
で
は
な
く
、

意
味
に
よ
っ
て
送
り
仮
名
を
変
え
て
い
る
。

「於」

一 12 -

24 

市

シ
カ
フ
〆

|
而

シ

テ

ニ

フ

ヲ

「息子
4

市
時
習
レ
之
」

(
『
論
語
逢
原
』
学
而
)

「
皐
|
雨
時
習
レ
之
」

(
春
楼
点
『
論
語
』
)

テ

ニ

ヲ

「
皐
市
時
習
レ
之
」
(
後
藤
点
『
論
語
』
)



「
而
」
に
関
し
て
。
春
楼
点
の
棒
線
は
活
用
の
あ
る
こ
と
を
示
し
、
こ
こ
で
は

「
学
び
て
」
と
読
む
。
即
ち
旧
点
に
一
致
す
る
。
こ
こ
で
は
、
改
点
に
一
致
す
る
の

は
『
逢
原
』
の
み
で
あ
る
。

キ

ノ

ヲ

ス

「
嘗
下
如
後
患
一
何
上
」
(
春
楼
点
『
孟
子
』
)

一i
=

一
再
読
文
字

ニ

イ

ノ

へ

ヲ

ン

カ

ス

「
遺
下
如
-
-
後
l
患
一
何
上
」

(
後
藤
点
『
孟
子
』
)

21 

ナ

ヲ

ノ

滞
シ
レ
|
也

1酋ヲ

也7

「
似
レ
嘗
レ
有
レ
助
」
(
『
国
読
刷
正
小
学
』
嘉
言
玉
、
広
立
教
)

ル

ヲ

「
視
レ
予
猶
父
也
」
(
『
論
語
逢
原
』
先
進
)

タ

リ

ニ

「
似
レ
清
レ
有
レ
助
」
(
後
藤
点
『
小
学
』
)

ヲ

「
視
レ
予
猶
|
父
|
也
」
(
春
楼
点
『
論
語
』
)

キ

ン

ス

「

此

幼

皐

所

レ

嘗

レ

先

也

」

(
『
国
読
側
正
小
学
』
嘉
一
言
玉
、
広
立

教

円。
ー

ル

寸

ヲ

ノ

「
視
レ
予
猶
レ
父
也
」
(
後
藤
点
『
論
語
』

「

比

幼

息

所

レ

唯

一

た

也

」

(
後
藤
点
『
小
学
』
)

主義
正ク
踏ニ
面ヒ
而
斗L

也
輿

(
『
国
読
耐
正
小
学
』
稽
古
第
四
、

28 

ス

セ

ン

ト

且
レ
|

且
ツ

ク

ニ

〆

カ

「
其
猶
-
正
踏
面
而
立
一
也
血
〈
」

(
後
藤
点
『
小
学
』
)

キ

テ

ン

「
我
且
往
見
」
(
『
孟
子
逢
原
』
膝
文
公
上
)

27 

マ

サ

エ

ス

油
田
レ
|

嘗

レ

|

「
我
且
往
見
」
(
春
楼
点
『
孟
子
』
)

キ

¥

ヲ

内

ス

「
山
昌
如
妥
患
可
」
(
『
孟
子
逢
原
』
離
婁
下
)

レ

ニ

T

-

コ1
上

レ

マ

サ

ニ
ψ

テ

ン

ト

「
我
吐
一
-
往
l
見
一
」
(
後
藤
点
『
孟
子
』
)



29 

ス将2

ス

ト

脅
す

1
1

4
4
レ

ラ

ン

ト

ニ

「
将
レ
入
レ
門
」

(
『
論
語
逢
原
』
羅
也
)

「
将
レ
入
レ
門
」

(
春
楼
点
『
論
語
』
)

「
情
レ
入
レ
門
」
(
後
藤
点
『
論
語
』
)

セ
ン
ト

「
父
母
男
姑
将
レ
坐
」

之
親
)

(
『
国
読
側
正
小
学
』
明
倫
第
二
、
広
父
子

ニ
セ
ン
ト

「
父
母
男
姑
鳴
レ
坐
」
(
後
藤
点
『
小
学
』
)

「
猶
」
「
当
」
「
将
」
な
ど
は
、
『
漢
文
ニ
関
ス
ル
文
部
省
調
査
報
告
』
(
官
報
第
八

六
三

O
号
、
明
治
四
五
年
三
月
二
九
日
)
に
「
持
、
宜
、
猶
、
賞
、
使
、
未
等
ノ
文

字
ハ
之
ヲ
再
読
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
現
在
で
は
一
般
的
に
再
読
さ
れ
る
。
『
副
墨
例

客
』
で
は
、
こ
れ
ら
を
簡
略
化
し
再
読
を
避
け
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
実
際

に
懐
徳
堂
関
係
者
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
返
り
点
で
は
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
る
。
「
猶
」

は
『
逢
原
』
・
春
楼
・
『
国
読
捌
正
小
学
』
共
に
改
点
に
一
致
し
、
旧
点
に
一
致
す
る

後
藤
点
と
対
象
的
で
あ
る
。
「
且
」
は
「
(
マ
サ
ニ
)
:
・
ス
」
と
「
カ
ツ
」
と
の
対
立

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
『
逢
原
』
・
春
楼
共
に
改
点
に
一
致
す
る
。

一方、

王
ご
は
懐
徳

堂
関
係
書
籍
は
改
点
に
一
致
し
て
お
り
、
「
将
」
は
『
逢
原
』
・
春
楼
・
『
国
読
剛
正
小

学
』
共
に
送
り
仮
名
が
な
い
の
は
、
再
読
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

四

習
慣
に
よ
る
熟
語

ム

シ

ロ

ス

ル

ヤ

ω
謙
一
一
乃
|
一
平

ラ

ン

ナ

ル

「
無
二
乃
大
簡
一
乎
」

キ

「
無
一
-
乃
大
l

簡
-
乎
」

「無
l

乃
大
l

簡
平
」

キ

「
無
二
乃
不
可
-
乎
」

「
無
一
一
乃
大
筒
-
乎
」

19 

所ュ

以ン

|ス

也リ

「
患
レ
所
一
以
立
一
」

「
患
レ
所
一
以
l

立-」

盤z
ス

ナ

ハ

チ

カ

乃
|
一
平

(
『
論
語
逢
原
』
弗
也
)

(
春
楼
点
『
論
語
』
)

(
後
藤
点
『
論
語
』
)

一 14 -

(
『
国
読
剛
正
小
学
』
稽
古
第
四
、
通
論
)

(
後
藤
点
『
小
学
』
)

ト

コ

ロ

テ

ス

ル

リ

所
二
以

l
一也

(
『
論
語
逢
原
』
里
仁
)

(
春
楼
点
『
論
語
』
)



フ

ヲ

夕

、

〉

ン

「
患
レ
所
コ
以
立
一
」
(
後
藤
点
『
論
語
』
)

「
佐
川
下
為
レ
師
者
知
レ
所
二
以
教
一
市
弟
子
知
上
レ
所
二
以

周
子
一
」
(
『
国
読
剛
正
小
学
』
立
教
第
一
)

ヲ

テ

ヲ

ル

ヲ

〆

ラ

ヲ

「
卑
為
/
師
者
知
/
所
l

以
教
市
弟
子
知
ヒ
/
所
l

以

ィ

引

下

二

レ

レ

二

一

上

レ

向
学一
」

(
後
藤
点
『
小
学
』
)

20 

所ス
謂Z

所i
謂3

「
孟
子
日
世
俗
所
謂
不
孝
者
五
」

(
『
孟
子
逢
原
』
離
婁
下
)

ナ
ル

「
孟
子
日
世
l

俗
所
レ
謂
不
l

孝
者
五
」

(
春
楼
点
『
孟

子』)
ノ

ル

ナ

ル

ツ

「世
l

俗
所
l

謂
不
l

孝
者
五
」
〈
後
藤
点
『
孟
子
』
)

zf 
明日
冬世
走俗
理所

謂フ
不
孝ノ
者
五ッ

(
『
国
読
刷
正
小
学
』
明

ナ
ル

「
孟
子
日
世
l

俗
所
レ
謂
不
ー
孝
者
五
」

(
後
藤
点
『
小

学
Ik， 

「
無
乃
」
「
所
以
」
「
所
謂
」
を
分
解
し
て
読
む
か
ど
う
か
の
対
立
。
ほ
ぼ
旧
点
と

後
藤
点
と
が
一
致
し
、
改
点
と
懐
徳
堂
関
係
者
の
点
と
が
一
致
し
て
お
り
、
懐
徳
堂

関
係
者
は
当
時
流
行
し
て
い
た
後
藤
点

(
H
旧
点
)
に
従
わ
ず
、
こ
れ
ら
を
分
解
し

て
読
む
改
点
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
訓
読
法
は
懐
徳
堂
の
独
創
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
伊
藤
東
崖

は
「
無
乃
」
に
つ
い
て
、
「
古
来
ノ
訓
ニ
無
乃
二
字
ヲ
ム
シ
ロ
ト
ヨ
ム
ハ
ア
タ
ラ
ス
」

(
『
用
字
格
』
巻
二
)
と
し
て
お
り
、
ま
た
太
宰
春
台
は
、
「
所
以
」
に
関
し
て
「
然

レ
ド
モ
一
概
ニ
ユ
へ
ン
ト
パ
カ
リ
読
ベ
カ
ラ
ズ
.
以
テ
云
云
ス
ル
所
ト
読
テ
可
ナ
ル

処
モ
ア
リ
.
:
:
:
所
以
ノ
二
字
ニ
此
三
様
ノ
読
ア
リ
.
其
処
ニ
臨
テ
.
上
下
ノ
文
勢

ヲ
考
テ
.
宜
キ
ニ
随
フ
ベ
シ
.
:
:
:
一
概
ニ
以
テ
云
云
ス
ル
所
ト
パ
カ
リ
読
ム
.
固

ナ
ル
ニ
似
タ
リ
」
(
『
和
読
要
領
』
巻
三
)
と
す
る
。

こ
れ
ら
熟
語
の
読
み
に
関
し
て
は
、
『
漢
文
に
関
す
る
文
部
省
調
査
報
告
』
に
「
左

ノ
場
合
ニ
ハ
返
点
ヲ
施
サ
ス
」
(
注
意
第
一
)
と
し
て
「
所
謂
(
い
は
ゆ
る
)
」
が
、

「
熟
語
ノ
意
識
シ
テ
読
ム
習
慣
ア
ル
モ
ノ
ハ
之
ニ
従
フ
」
(
注
意
第
六
)
と
し
て

ム

γ

ロ

「
無
寧
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
年
で
は
旧
点
に
従
っ
た
読
み
方
が
普
通

で
あ
る
か
ら
、
『
副
墨
例
客
』
の
記
す
懐
徳
堂
点
の
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

p
h
u 

唱
4
A

一l
五

「
雄
」
の
読
み

22 

イ

ヘ

ド

モ

ト

雄
レ

イ

ヘ

ド

モ

ト

雄

レ

有

イ

ヘ

ド

モ

フ

ト

ト

雄

レ

日

レ

|

雄主



ト
モ
ア
レ

錐
レ
有

ト

モ

イ

ヘ

ト

雄
レ
日
レ
|

曾雄

有レ

坐リ
燐
春
磨

(
『
国
読
刷
正
小
学
』
嘉
一
一
吉
一
回
第
五
、
広
明

nー
ー

ス

ト

ラ

ン

ト

フ

ル

「
雄
レ
欲
レ
勿
レ
用
」

(
『
論
語
逢
原
』
薙
也
)

「
雄
レ
有
一
一
例
燐
春
磨
一
」

(
後
藤
点
『
小
学
』
)

雄

欲ト

勿r
用ノレ

(
春
楼
点
『
論
語
』
)

雄モ;

日フ

ト未タ

皐

(
『
論
語
逢
原
』
学
而
)

「
雄
レ
欲
レ
勿
レ
用
」

(
後
藤
点
『
論
語
』
)

理雄

不レ

誉マ
必
嘗メ

雄

日ト

未ト

撃

(
春
楼
点
『
論
語
』
)

(
『
国
読
刷
正
小
学
』
明
倫
第
二
、
明
父
子
之

フ

ト

タ

ヒ

「
雄
レ
日
レ
山
県
レ
皐
」

(
後
藤
点
『
論
語
』
)

一 16 -

「
雄
レ
不
レ
岩
田
必
嘗
」

(
後
藤
点
『
小
学
』
)

「
雄
レ
日
レ
未
レ
撃
吾
必
謂
一
-
之
胤
子
一
失
」

立
教
第
一
)

(
『
国
読
耐
正
小
学
』

2 雄

有p

粟

(
『
論
語
逢
原
』
顔
淵
V

三重量ト

F ト

ト未

撃ヒ
ヨ王
口

必
謂ハ

之ヲ

闘
争
一
失
」

(
後
藤
点
『
小

量往

L有ト
粟

(
春
楼
点
『
論
語
』
)

23 

イ
へ
ト
モ

雄
レ
然

シ
カ
レ
ト
モ

然

ト
モ
シ
カ
レ

雄
レ
然

γ 

然Z

雄ト

有リ

粟|

(
後
藤
点
『
論
語
』
)

「
予
雄
レ
然
」

(
『
孟
子
逢
原
』
公
孫
丑
下
)



予
錐
レ

然ト

春
楼
点

孟
子

「
予
雄
レ
然
」

(
後
藤
点
『
孟
子
』
)

「
雄
」
を
「
イ
ヘ
ド
モ
」
と
読
む
か
「
:
・
ト
モ
」
と
読
む
か
の
対
立
。
第
幻
条
で

は
、
『
副
墨
例
墨
』
は
「
:
・
ト
モ
」
を
懐
徳
堂
改
点
と
す
る
が
、
改
点
に
一
致
す
る
の

は
『
国
読
耐
正
小
学
』
の
み
。
第
幻
条
で
は
資
料
の
制
限
よ
り
完
全
な
比
較
は
行
な

え
な
い
が
、
『
逢
原
』
・
春
楼
が
「
雌
然
」
を
「
然
リ
ト
雄
モ
」
と
旧
点
風
に
読
ん
で

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

一l
占ハ

構
文

03 

タ5

所ラ

セ

為Z

所ト

長徳
田 ::?b h

費j為L
E 人ノ
宋所ト

差憎
悪ぇ

爾

(
春
楼
点
『
論
語
』
公
冶
長

ニ

ク

ス

ニ

「

ヲ

ミ

マ

ノ

ミ

「
徒
多
為
三
人
所
一
一
憎
悪
一
一
衛
」

(
後
藤
点
『
論
語
集
註
』
)

リ

ノ

ト

ス

「

多

為

二

滑

吏

所

p

餌

」

(
『
国
読
耐
正
小
学
』
嘉
言
第
五
、
広

多盟
為メ巴

1骨
吏ノ

所3

8耳セ
」
(
後
藤
点
『
小
学
』
)

04 

使シ

吏
ム

「
子
路
使
=
一
子
栄
為
一
岳
民
宰
一
」
(
『
論
語
逢
原
』
先
進
)

「
子
路
使
三
子
美
為
ニ
費
宰
一
」

(
春
楼
点
『
論
語
』
)

「
子
路
鴨
下
一
一
子
長
一
為
中
費
宰
上
」
(
後
藤
点
『
論
語
』
)

「

使

讃

者

有

P

所
興
起
」
(
『
国
読
剛
正
小
学
』
稽
古
第
四
、

一

ニ

レ

二

一

立
教
)

マ
e

-
A 

ヲ

ラ

ス

ル

「
使
下
二
讃
ー
者
一
有
毒
所
一
環
l
起
一
」
(
後
藤
点
『
小
学
』
)

第
閃
条
で
は
、
「
為
A
所
B
」
の
句
型
が
『
図
書
』
の
本
文
に
見
付
け
至
ら
ず
『
論

語
集
註
』
で
確
認
し
た
た
め
、
集
註
を
引
用
し
な
い
『
逢
原
』
で
は
確
認
出
来
な

か
っ
た
が
、
後
藤
点
が
旧
点
に
一
致
し
、
春
楼
と
『
国
読
側
正
小
学
』
と
が
改
点
に

一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

『
論
語
集
註
』
の
後
藤
点
が
「
A
の

B
せ
ら
る
こ
と
を
為
す
」
と
す
る
の
は
、

「
為
」
は
改
点
に
一
致
し
、
「
所
」
は
旧
点
に
一
致
し
た
読
み
と
い
え
る
。

第
倒
条
は
、
使
役
形
の
助
詞
の
対
立
だ
が
、
旧
点
と
後
藤
点
と
が
一
致
し
、
改
点

と
懐
徳
堂
関
係
書
籍
と
が
一
致
じ
て
い
石
。



以
上
、
各
訓
読
法
の
改
旧
点
と
の
関
係
を
表
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な

る。

不
所
以

為

所ラ11 使
|日

9
/
4 

逢
原

後
藤

国
読
小
学

春
楼

改

|日
か

改

|日|日改改|日

改

|日

!日日

改改

改

改

O 
/11 旧
14 

叩

/

4

ロ
/
O

『
副
墨
例
罫
』
に
示
さ
れ
た
改
点
は
、
す
べ
て
の
懐
徳
堂
関
係
書
籍
の
訓
点
と
完

全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
今
回
確
認
し
た
限
り
で
は
『
国
読
剛
正
小

学
』
と
は
一
致
し
、
『
逢
原
』
・
春
楼
点
と
も
一
致
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
旧
点

は
ほ
ぼ
後
藤
点
と
一
致
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
以
下
の
竹
山
の
文
章
よ
り
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

弊
校
ヨ
リ
梓
行
ノ
本
ニ
点
ヲ
用
ユ
ル
ノ
曲
折
ハ
、
タ
ジ
邦
俗
ニ
従
ガ
ヒ
、
何
モ

異
ヲ
好
マ
ザ
ル
ノ
ミ
ニ
非
ズ
、
マ
タ
流
俗
ト
ハ
チ
ト
異
ナ
ル
「
モ
ア
リ
、
瞭
ノ

大
象
ノ
君
子
以
同
而
異
ノ
遺
意
モ
ア
ル
カ
、
コ
レ
愚
ノ
独
見
ニ
非
ズ
、
先
世
父

師
ヨ
リ
以
来
漸
ヲ
以
シ
タ
ル
寸
ナ
リ
、
四
書
五
経
ノ
点
、
ミ
ナ
改
定
ス
、
四
書

ハ
既
ニ
世
ニ
布
タ
リ
、
尤
図
書
ハ
尊
兄
ニ
モ
熟
知
ナ
ル
ベ
シ
、
長
者
ニ
譲
リ
テ

春
楼
ソ
ノ
主
，
タ
リ
シ
ユ
ヘ
、
少
々
愚
意
ト
合
ザ
ル
所
モ
ア
レ
ド
モ
、
大
要
ハ
異

ナ
ラ
ズ
:
:
:
(
『
竹
山
先
生
国
字
臆
』
「
紫
雲
井
副
墨
贈
答
千
秋
」
〉

こ
れ
に
よ
る
と
、
懐
徳
堂
よ
り
刊
行
し
た
本
の
「
流
俗
と
異
な
る
」
訓
読
法
は
、
「
竹

山
の
独
見
で
な
く
、
先
世
父
師
よ
り
の
伝
統
」
「
図
書
は
春
楼
に
譲
り
、
多
少
自
分
の

意
見
と
は
異
な
る
が
大
意
は
同
じ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

- 18 -

本
稿
で
取
り
上
げ
た
懐
徳
堂
関
係
の
書
物
の
中
で
も
、
『
国
読
剛
正
小
学
』
は
改
点

と
の
同
一
性
、
が
特
に
高
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
懐
徳
堂
関
係
者
各
人
が
独
自
の
作
業

と
し
て
訓
点
を
付
す
場
合
と
は
異
な
り
、
学
生
の
教
育
や
懐
徳
堂
蔵
版
の
印
行
と

い
っ
た
懐
徳
堂
と
し
て
の
公
的
活
動
に
お
い
て
は
、
懐
徳
堂
内
部
で
一
応
の
標
準
と

な
る
句
点
を
用
い
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
狭
義

に
は
「
懐
徳
堂
点
」
と
は
こ
の
懐
徳
堂
の
公
的
活
動
に
用
い
ら
れ
た
訓
読
法
を
指
す

と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
懐
徳
堂
関
係
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
後
藤
点
な
ど
当
流
行
し
て
い
た
訓
読
法

と
は
異
な
る
独
自
の
訓
読
法
を
使
用
し
て
い
た
。
た
だ
、
各
懐
徳
堂
関
係
者
が
使
用

し
て
い
た
訓
読
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
も
の
と
は
い
え
、
お
互
い
に
か
な
り
の
程

度
の
同
一
性
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
同
一
性
に
注
目
し
て
、
懐
徳
堂
関
係
者
の
使
用



す
る
訓
読
法
を
総
称
し
て
、
広
義
の
「
懐
徳
堂
点
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ

ろ
う
。

『
副
墨
例
墨
』
に
見
ら
れ
る
懐
徳
堂
点
の
特
徴

「
傍
訓
が

(
湯
浅
邦

『
懐
徳
堂
事
典
』
「
懐
徳
堂
点
」
条
に
は
、
懐
徳
堂
点
の
特
徴
と
し
て
、

少
な
い
簡
約
な
も
の
で
あ
り
、
文
章
の
記
憶
に
便
利
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
」

弘
氏
編
『
懐
徳
堂
事
典
』
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
平
成
二
二
年
)
と
あ
る
。
こ
れ
は
、

恐
ら
ー
く
「
ツ
ト
メ
テ
冗
雑
ノ
副
墨
ヲ
サ
ケ
、
簡
易
明
当
ヲ
求
ム
ル
ヲ
主
ト
シ
、
詳
カ

ニ
読
法
ヲ
サ
ダ
メ
オ
キ
テ
、
字
句
ニ
従
テ
遷
就
セ
ズ
、
幼
童
暗
諦
〆
モ
、
本
文
助
字

ノ
有
無
ハ
大
カ
タ
分
ル
』
ホ
ド
ニ
法
ヲ
タ
テ
、
又
古
来
読
誤
リ
タ
ル
所
ヲ
委
シ
ク
改

メ
タ
リ
」
(
『
竹
山
先
生
国
字
情
』
「
紫
雲
井
副
墨
緋
答
千
秋
」
)
に
依
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
本
章
で
は
、
竹
山
の
言
う
懐
徳
堂
点
の
特
徴
よ
り
、
『
副
墨
例
客
』
の
示
す
改

点
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

古
来
よ
り
、
暗
諦
は
漢
学
の
学
習
に
お
い
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
。
暗
諦

に
用
い
る
訓
読
文
に
重
要
な
の
は
、
復
文
で
き
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
訓
読
文
を
暗
請

し
で
も
、
『
本
文
助
字
ノ
有
無
」
が
判
別
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
『
副
墨
例
暮
』
の
中

「
助
字
の
有
無
」
に
関
す
る
訓
読
法
に
は
、

で
、
こ
の

13 

可ヵ

也7

可ヵ
失ソ

可ヵ

也7
例
え
ば
、

ヵ可
失

14 

へ
ナ
ル
カ

宜

平

へ
ナ
ル
カ
ナ

宜
哉

へ

カ

へ

宜

平

宜

失

宜へ
哉字

へ
ナ
リ

宜
失

15 

哉ヵ

哉字

カ

!
也
哉

也Z
土h カ
月)(，ナ

16 

平カ

平ヵ
哉

17 

，
ノ
号
、

|
市
己

ー
也
己

18 

|士
輿完

也
カ

輿

平ヵ

平ヵ
哉ャ

而ノ
己ミ

也Z
巳ぐ

輿ヵ

|ナ
也ノレ
輿ヵ

と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
大
ま
か
に
、
「
也
」
の
な
い
場
合
は
「
ナ
リ
」
と
送
ら
な
い
、

「
哉
」
ー
と
あ
る
場
合
は
「
カ
ナ
」
「
ヤ
」
と
送
る
、
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
見
て
取
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
也
」
「
哉
」
等
の
文
末
の
助
字
の
有
無
に
従
っ
て
厳

密
に
読
み
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
暗
諦
の
際
に
、
文
末
の
助
字
の
有
無
を
判
別

〔
六
)

可
能
と
す
る
と
い
う
配
慮
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、24 

市
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シ
カ
フ
〆

|
市

の
無
い
場
合
を
「
:
・
シ

テ
」
と
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
暗
請
の
際
、
原
文
の
「
市
」
字
の
有
無
を
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
、
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
文
末
の
助
詞
に
関
し
て
は
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
版
本
で
は
送
り

仮
名
が
振
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
版
本
よ
り
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
『
副
墨
例

墨
』
が
通
深
の
講
義
ノ

l
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
出
版
の
際
に
付

す
送
り
仮
名
の
原
則
と
い
う
よ
り
は
、
学
習
者
が
学
習
及
び
暗
諦
時
に
用
い
る
べ
き

と
あ
る
の
も
、
「
而
」
を
「
シ
カ
フ
シ
テ
」
と
読
み
、
「
而
」



訓
読
法
だ
と
い
え
よ
う
。

ま
た
暗
記
の
便
の
為
に
は
、
冗
長
な
送
り
仮
名
を
避
け
、

用
い
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

必
要
最
低
限
の
も
の
を

01 

ス未j

不ン
レーア

l フ

セ

タ

ル

ナ

ラ

セ

未

-
l
不
-
〆
l
l

ス

二

一

L

02 

テ
ン
ハ
ア
ラ
セ

不
敢
不
一
レ
!

テ

ル

ナ

ラ

セ

不
二
敢
不
一
レ
|

34 

不

可ー
フ

以ー

不ン

|ア
セ

不

可
ニラ

以ー
不

|セ

22 

雄え

雄主 |モ

ト
モ
ア
レ

錐
レ
有

戸;雄え
日スレド
レモ

|ト Pr

雄え
レド

モ

有ト

ト

「
不
|
不
|
」
を
「
ズ
ン
パ
ア
ラ
ズ
」
よ
り
「
ザ
ル
ナ
ラ
ズ
」
に
改
め
、
「
雄
」
を

「
イ
ヘ
ド
モ
」
よ
り
「
ド
モ
」
に
改
め
る
と
い
っ
た
改
変
は
、
「
ツ
ト
メ
テ
冗
雑
ノ
副

墨
ヲ
サ
ケ
、
簡
易
明
当
ヲ
求
」
め
た
結
果
、
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
懐
徳
堂
で
は
再
読
文
字
を
再
読
し
な
い
傾
向
に
あ
る
。
恐
ら

く
こ
れ
は
「
冗
雑
ノ
副
墨
ヲ
サ
ケ
」
「
簡
易
明
当
」
を
目
指
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、

「
簡
易
明
当
」
な
読
み
と
暗
請
の
便
と
は
、
い
さ
さ
か
背
反
す
る
場
合
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
将
」
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
『
副
墨
例
墨
』
に
は
、

29 

マ
サ
ニ

専
4

|

1

4
川
レ

ス

ト

脅
す

l
l

d
fレ

と
あ
り
、

旧
点
が
再
読
す
る
の
に
対
し
て
、
改
点
で
は
再
読
し
な
い
。
改
点
が
よ
り

マ
サ

し
か
し
、
「
古
来
ノ
和
訓
ニ
将
ニ
云

ア
イ
そ
ン

マ
ギ
ル
』
故
ニ
号
ノ

「
簡
易
明
当
」

で
あ
る
こ
と
は
言
を
侠
た
な
い
。

云
寸
ン
」
一
度
読
ム
「
ハ
。
ス
ト
パ
カ
リ
読
テ
ハ
。
為
ノ
字
ト
。

タ
メ
ニ
。
マ
サ
ニ
ト
云
訓
ヲ
添
テ
読
ム
」
(
岡
白
駒
『
助
辞
訳
通
』
巻
之
中
)
と
あ
る

よ
う
に
、
「
将
」
の
再
読
に
は
「
為
」
字
と
区
別
す
る
た
め
と
い
う
理
由
も
あ
る
。
暗

諦
と
い
う
面
か
ら
言
え
ば
、
再
読
し
た
方
が
両
字
の
区
別
に
は
便
利
で
あ
る
が
、
再

読
文
字
に
つ
い
て
は
、
「
簡
易
明
当
」
と
い
う
意
識
が
優
先
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

ま
た
、
「
古
来
読
誤
リ
タ
ル
所
ヲ
委
シ
ク
改
メ
タ
リ
」
と
あ
る
の
は
、

03 

為3

所ラ

セ

ノ
ト
コ
ロ
ト
ス
ル

所
一
レ
|

為Z

の
類
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
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「為
A
所
B
」
を
「
A
ニ
B
セ
ラ
ル
」
で
は
な
く
、
「
A
ノ
B
ス
ル
所
ト
ナ

ル
」
と
す
る
訓
読
法
は
、
『
懐
徳
堂
事
典
』
の
「
懐
徳
堂
点
」
の
条
に
懐
徳
堂
点
の
実

例
と
し
て
引
か
れ
て
お
り
、
ま
た
加
地
伸
行
氏
が
「
(
引
用
者
注
:
・
竹
山
が
)
「
為
・

所
ノ
字
ヲ
用
ル
文
法
ノ
コ
ト
、
カ
ネ
テ
モ
申
ス
知
ク
、
吾
摩
(
懐
徳
堂
)
中
ニ
テ
論

こ
の

定
ノ
コ
ト
」
と
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
「
為
:
:
:
所
:
:
:
」
の
構
文
が
「
:
・

:
・
の
:
:
:
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
」
と
今
日
ふ
つ
う
の
読
み
か
た
と
な
っ
て
い
る
訓
読

法
は
、
竹
山
に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
(
『
中
国
思
想
か
ら
み
た
日
本

思
想
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六

O
年
、
三

O
七
頁
)
と
す
る
よ
う
に
、
懐
徳

堂
点
の
代
表
的
な
例
と
し
て
知
ら
れ
る
。
懐
徳
堂
関
係
者
に
と
っ
て
も
自
慢
の
訓
読

法
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
竹
山
は
、

又
古
来
読
誤
リ
タ
ル
所
ヲ
委
シ
ク
改
メ
タ
リ
、
:
:
:
ソ
ノ
正
誤
ノ
尤
モ
大
ナ
ル



モ
ノ
ヲ
一
ツ
ヲ
挙
テ
イ
ハ
ジ
、
為
口
所
ロ
ヲ
改
テ
、
為
口
所
口
ト
ヨ
ム
ノ
類
是

ナ
リ
」
(
『
竹
山
先
生
国
字
績
』
「
紫
雲
井
副
墨
耕
答
千
秋
」
)

所
ヲ
被
又
ハ
見
ノ
字
ト
混
用
ス
ル
ヨ
ウ
ニ
ナ
リ
タ
ル
、
大
ナ
ル
誤
ナ
リ
、
為
ハ

平
声
ニ
テ
、
所
ハ
字
ノ
知
ク
ヨ
ミ
、
イ
ヅ
ク
ニ
テ
モ
為
何
所
何
ト
副
墨
ス
ベ
キ

「
ナ
リ
」
(
『
竹
山
先
生
国
字
憤
』
「
答
魚
石
」
)

マ
ツ
コ
ノ
為
ハ
平
聾
ナ
リ
、
去
費
ト
心
得
テ
、
タ
メ
ト
ヨ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
、
為
ー

所
|
ト
讃
へ
シ
、
カ
ク
ノ
如
ク
ヨ
メ
ハ
、
被
ノ
字
見
ノ
字
ナ
ト
ハ
、
用
タ
ク
テ

モ
、
自
然
ト
用
ラ
レ
ス
、
所
ヲ
ラ
ル
』
ト
ヨ
ム
ヨ
一
リ
、
右
ノ
混
用
起
リ
タ
ル
ナ

リ
」
(
『
文
通
』
引
「
答
平
害
王
」
)

と
、
幾
度
も
同
じ
解
説
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
寒
泉
も
漢
文
の
読
法
に
関
す
る
先

哲
の
所
見
を
記
し
た
『
文
通
』
に
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
幾
度
も
引
用
し
て
い
る
。
こ

の
論
は
、
「
為
」
が
去
声
(
「
タ
メ
ニ
」
)
で
は
な
く
、
平
声
(
「
ナ
ス
乙
で
あ
る
こ
と
、

及
び
「
所
」
は
「
被
」
(
受
身
を
表
す
)
と
は
意
味
が
異
な
る
こ
と
よ
り
、
旧
読
を
誤

り
と
断
じ
、
異
な
る
読
み
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る
。
竹
山
は
こ
の
「
所
」
の
誤
り

を
「
大
和
習
」
士
答
魚
石
」
)
と
評
し
て
い
る
。
先
章
で
あ
げ
た
後
藤
点
は
旧
点
と
全

く
同
型
で
は
な
い
が
、
「
為
」
を
「
タ
メ
ニ
」
と
読
み
、
「
所
」
を
「
ラ
ル
」
と
読
む

点
で
、
構
造
的
に
旧
点
と
等
し
い
。

た
だ
、
こ
の
発
想
自
体
は
懐
徳
堂
の
創
見
と
は
言
い
難
い
。
例
え
ば
春
台
も
、

為
某
所
云
云
ト
イ
フ
言
ヲ
、
為
ノ
字
ヲ
タ
メ
ト
読
テ
、
某
ノ
タ
メ
ニ
云
云
セ
一
フ

レ
ト
読
ム
ハ
誤
ナ
リ
、
為
ノ
字
ハ
字
ノ
如
ク
平
声
ナ
リ
、
為
所
ノ
二
字
ヲ
用
ル

ハ
、
某
ノ
云
云
ス
ル
所
ト
ナ
ル
ト
イ
フ
意
ニ
テ
、
為
所
ノ
二
字
ヲ
合
セ
テ
、
ラ

ル
』
ト
イ
フ
義
ナ
リ
、
故
ニ
為
某
所
云
云
ト
イ
フ
言
ヲ
パ
、
某
ニ
云
云
セ
ラ
ル

ト
読
ベ
キ
ナ
リ
、
或
ハ
某
ノ
云
云
ス
ル
所
ト
ナ
ル
、
某
ノ
云
云
ス
ル
所
タ
リ
ナ

ド
』
読
テ
好
キ
処
モ
ア
リ
、
上
下
ノ
文
ヲ
詳
ニ
シ
テ
、
宜
キ
ニ
随
フ
ベ
シ

読
要
領
』
巻
中
)

(『和

と
し
て
、
「
為
A
所
B
」
の

を
踏
ま
え
、
「
A
ニ
B
セ
ラ
ル
」
・
「
A
ノ
B
ス
ル
所
ト
ナ
ル
」
・
「
A
ノ
B
ス
ル
所
タ

リ
」
と
の
三
つ
の
読
み
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
内
、
後
ろ
の
二
つ
は
懐
徳
堂
点
と

同
じ
観
点
よ
り
の
意
見
で
あ
る
と
い
え
る
。
漢
文
の
正
確
な
読
み
を
指
向
し
た
当
時

の
漢
学
者
達
が
共
通
に
思
い
至
る
訓
読
法
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

「
為
」
が
平
声
で
あ
り
「
タ
メ
三
と
は
読
ま
な
い
こ
と

懐
徳
堂
点
と
一
斎
点
と

l 
η
G 

昌
平
聾
の
儒
官
と
し
て
知
ら
れ
る
佐
藤
一
斎
の
施
し
た
訓
点
は
、

〔
七
)

れ
、
後
の
訓
読
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
斎
藤
文
俊
氏
は
江
戸
の
後

期
の
漢
文
訓
読
の
特
徴
に
つ
い
て
、
「
音
読
が
多
く
な
る
」
・
「
補
読
語
、
が
少
な
く
な

る
」
・
「
で
き
る
だ
け
す
べ
て
の
漢
字
を
読
む
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
「
訓
読
を
簡
略

に
し
て
い
く
傾
向
」
を
挙
げ
、
一
斎
点
の
特
徴
を
「
こ
の
三
つ
の
傾
向
を
ふ
ま
え
て
、

極
端
に
簡
略
に
、
そ
し
て
原
漢
文
を
覚
え
や
す
い
よ
う
に
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
」

(
「
江
戸
・
明
治
期
の
漢
文
訓
読
と
一
斎
点
」
、
『
近
代
語
研
究
』
第
九
集
、
平
成
五

一
斎
点
と
呼
ば

年
)
と
し
て
い
る
。

一
帝
点
が
何
ら
か
の
訓
読
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

中
田
祝
夫
氏
が
「
(
引
用
者
注
:
・
一
斎
点
の
態
度
は
)
漢
文
の
原
文
原
義
を
尊
重
し
て



音
読
を
支
持
し
、
音
読
を
理
想
と
し
な
が
ら
仕
方
な
く
し
ば
ら
く
訓
読
を
も
用
ゐ
る

と
い
っ
た
岐
陽
・
桂
庵
・
祖
徐
・
春
台
の
系
統
で
あ
る
こ
と
は
説
く
ま
で
も
な
い
の

で
あ
る
」
(
『
改
訂
版
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
総
論
篇
』
勉
誠
社
、
昭
和
五
四
年
、

一
七
二
頁
)
と
し
、
斎
藤
氏
は
、
太
宰
春
台
『
倭
読
要
領
』
と
近
藤
啓
吾
氏
「
嘉
点

『
論
語
集
註
』
の
研
究
」
(
『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、
平
成
?
一
一
年
)
を

引
き
、
「
佐
藤
一
斎
の
訓
読
法
の
源
流
と
し
て
山
崎
闇
斎
の
嘉
点
が
あ
っ
た
と
す
る
説

が
一
つ
存
在
し
て
い
る
」
(
「
漢
文
訓
読
史
上
の
佐
藤
一
斎
と
宇
野
明
霞
」
(
『
訓
点
語

と
訓
点
資
料
』
第
一

O
二
輯
、
平
成
一
一
年
)
)
と
し
つ
つ
も
、
氏
の
調
査
に
よ
る
と

嘉
点
の
付
さ
れ
た
天
明
七
年
刊
『
孝
経
』
な
ど
に
一
斎
点
と
同
様
の
特
徴
は
見
出
せ

な
い
と
す
る
。

も
と
づ

一
方
で
、
西
村
天
囚
は
、
「
一
斎
点
は
春
楼
点
に
本
く
と
も
云
へ
り
」
(
『
懐
徳
堂

考
』
上
巻
)
と
し
て
伝
聞
の
形
を
採
り
な
が
ら
も
独
自
の
見
解
を
提
唱
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
一
斎
が
二
十
一
歳
の
こ
ろ
大
坂
へ
遊
学
し
、
暫
く
懐
徳
堂
で
学
ん
だ
こ
と

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、

一
斎
の
訓
読
法
は
、
実
際
に
は
ど
の
程
度
春
楼
の
訓
読
法
と
一
致
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
一
斎
点
と
春
楼
点
・
『
副
墨
例
客
』
、
さ
ら
に
は
他
の
訓

読
法
と
を
比
較
し
た
際
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
特
色
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

一
斎
点
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
直
治
氏
『
中
国
語
と
漢
文
』
(
中
国
語
研
究
・
学
習
双

書
、
昭
和
五

O
年
、
光
生
館
)
や
、
斎
藤
文
俊
氏
「
江
戸
・
明
治
期
の
漢
文
訓
読
と

(
丸
)

一
斎
点
」
が
、
他
の
訓
読
法
と
の
比
較
よ
り
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
実
証
的
に
解
説

し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
先
学
の
一
斎
点
研
究
を
参
考
と
し
、
両
論
考
に
お

い
て
提
示
さ
れ
た
実
例
と
春
楼
点
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
斎
点
と
春
楼
点

と
の
異
同
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
ま
た
、
同
時
に
『
副
墨
例
墨
』
に
つ
い
て
も
確
認

し
、
懐
徳
堂
点
の
特
徴
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
。
本
章
に
お
け
る
引
用
は
特
に

注
記
が
な
い
か
ぎ
り
上
の
各
氏
の
論
考
に
よ
る
。

三
l

一
「則」

(
不
眠
}

「

則

」

の

読

み

か

た

に

関

し

て

は

、

博

士

家

が

[

則

]

|

|
」
と
訓
じ
て
い
た
も
の
が
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
主
と
し
て
「
:
:
:
ト
キ
ハ
則

1

1

」
と
す
る
読
み
が
用
い
ら
れ
、
江
戸
中
期
に
は
「
:
:
:
レ
ハ
則
|
|
」
に
変

A+}
 

わ
っ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
ト
キ
ハ
」
と
「
レ
ハ
」
と
の
対
立
に
関
し
て
は
、

羅
工
沫
氏
「
明
治
初
期
漢
文
直
訳
体
と
近
世
の
訓
読
法
」
(
『
文
芸
研
究
』
第
一
四
一

集
、
平
成
八
年
)
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
「
子
日
君
子
不
重
則
不
威
」
(
『
論
語
』
学

市
)
に
つ
い
て
、
文
之
点
・
道
春
点
・
日
尾
点
が
「
重
カ
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
則
」
と
読

む
の
に
対
し
て
、
後
藤
点
・
一
斎
点
は
「
重
カ
ラ
ザ
レ
パ
則
」
と
読
ん
で
お
り
、
実

際
に
よ
り
時
代
の
下
る
訓
点
が
「
レ
ハ
」
と
読
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
春
楼
点

は
当
該
箇
所
の
「
不
」
に
「
ハ
」
と
送
っ
て
お
り
、
後
藤
点
・
一
斎
点
と
同
じ
く

「
レ
ハ
」
と
読
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
斎
点
が
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
「
則
」
字
が
な
い
場
合
の
条
件
表
現
で
あ
る
。
鈴

木
氏
は
、
「
「
則
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
上
の
語
句
に
「
パ
」
を
読

み
そ
え
る
が
、
「
則
」
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
「
パ
」
を
読
み
そ
え
ず
に

一
種
の
連
体
止
め
的
な
読
み
か
た
を
し
て
い
る
」
と
し
て
、
次
の
例
を
挙
げ
る
。
春

楼
点
を
共
に
示
す
。

「
:
:
:
ト
キ
ン
パ
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父
|
在
観
一
一
其
l

志
一
、
父
波
観
一
一
其
|
行
一

(
一
斎
点
)
父
在
す
、
其
の
志
を
一
観
、
父
没
す
る
、
其
の
行
を
観
る
。

(
春
楼
点
)
父
在
は
、
其
の
志
を
観
、
父
没
す
れ
は
、
其
の
行
を
観
る
。



春
楼
は
、
「
則
」
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
文
意
に
よ
り
「
レ
パ
」
と
読
み
そ
え
て

お
り
、
一
斎
点
の
特
徴
と
は
一
致
し
な
い
。

斎
藤
氏
は
、
「
邦
有
道
危
言
危
行
」
(
『
論
語
』
憲
問
第
七
)
を
挙
げ
、
道
春
点
が

【
ト
キ
v

「
道
有
ル
寸
ハ
」
、
後
藤
点
、
が
「
道
有
レ
ハ
」
と
し
て
「
則
」
が
あ
る
場
合
と
同
じ
よ

う
に
「
ト
キ
ハ
」
・
「
レ
パ
」
を
補
読
し
て
い
る
の
に
対
し
、
一
斎
点
は
「
道
有
ル
」

と
連
体
形
で
止
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
春
楼
点
は
、
「
道
有
ハ
」
と
送
っ

て
お
り
、
一
斎
点
と
は
異
な
り
、
「
ア
レ
ハ
」
と
読
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

春
楼
点
は
、
条
件
節
に
「
則
」
の
あ
る
場
合
は
一
斎
点
と
等
し
い
が
、
「
則
」
の
な

い
場
合
は
一
斎
点
と
異
な
る
。
つ
ま
り
春
楼
点
は
、
「
則
」
字
の
読
み
に
関
し
て
、
元

雑
を
避
け
る
と
い
う
点
で
は
一
斎
点
と
等
し
い
が
、
一
斎
点
の
持
つ
暗
諦
よ
り

「
則
」
字
の
有
無
を
判
断
し
う
る
と
い
う
特
徴
は
有
さ
な
い
と
い
え
る
。

『
副
墨
例
墨
』
に
は
、

33 

レ

ハ

ヲ

チ

ヲ

得
レ
衆
則
得
レ
園

有
レ
徳
此
有
レ
人

1;:: 

員Ijチ

と
あ
り
、
こ
こ
に
の
み
小
字
で
「
則
ノ
字
ア
ル
ト
コ
ロ
ハ
、
上
字
ニ
レ
パ
或
ハ
セ
パ

ト
付
ル
ハ
、
旧
点
ニ
同
ジ
、
則
ノ
字
ナ
キ
ト
コ
ロ
ニ
テ
モ
、
旧
点
ニ
ハ
、
レ
ハ
ノ
カ

ナ
ア
リ
、
此
ト
コ
ロ
ニ
ハ
改
点
ニ
テ
ハ
、
レ
パ
ト
云
ハ
ズ
、
唯
ル
ト
ハ
カ
リ
云
ナ
リ
、

例
知
上
、
」
と
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
解
説
は
、
冗
雑
を
避
け
る
と
い
う
点

に
お
い
て
も
、
暗
諦
よ
り
「
則
」
字
の
有
無
を
判
断
し
う
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、

完
全
に
一
斎
点
の
特
徴
に
一
致
し
て
い
る
。

こ
の

「
則
」
字
を
欠
く
条
件
表
現
で

「
レ
パ
」
を
用
い
な
い
こ
と
は
、

一
斎
点
の

大
き
な
特
徴
で
あ
る
か
ら
、
『
副
墨
例
墨
』
が
一
斎
点
と
一
致
す
る
こ
と
は
、
訓
読
史

上
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。

三
l

ニ

『雛」

の
読
み
か
た
に
関

L
て
、
鈴
木
氏
は
ご
斎
に
お
い
て
は
、
:
:
:
単
に

「
ド
モ
」
と
読
む
こ
と
に
し
て
い
る
。
か
っ
、
こ
の
「
錐
」
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い

「雄」

時
に
は
、
そ
の
語
句
に
、
「
ド
モ
」
・
「
ト
モ
」
な
ど
を
用
い
ず
に
、
連
体
止
め
的
に
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
」
と
す
る
。

雄
レ
在
二
練
線
之
中
一
、
非
一
一
其
罪
一
也

(
一
斎
点
)
練
織
の
中
に
在
れ
ど
も
、
其
の
罪
に
非
ざ
る
な
り
。

(
春
楼
点
)
繰
紬
の
中
に
在
と
錐
も
、
其
の
罪
に
非
ざ
る
な
り
。
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タ
死
可
失

朝
間
レ
道
、

(
一
斎
点
)
朝
に
道
を
聞
く
、
タ
に
死
す
る
、
可
。

(
春
楼
点
)
朝
に
道
を
聞
は
、
タ
に
死
す
、
可
。

一
斎
点
と
は
一
致
し
な
い
が
、
後
藤

「
死
す
と
も
可
な
り
」
と
読
む
「
朝
聞
道
、
タ
死
可
失
」
な
ど
、
文
意
よ
り
逆

春
楼
点
は
「
雌
」
を
「
イ
ヘ
ド
モ
」
と
読
み
、

点
が

接
と
考
え
ら
れ
る
笛
所
に
は
、
一
斎
点
と
同
じ
く
「
ト
モ
」
を
補
読
し
な
い
。

斎
藤
氏
は
、
「
知
及
之
仁
不
能
守
之
、
雄
得
之
必
失
之
」
(
『
論
語
』
衛
霊
公
)
に
つ

い
て
、
「
雄
」
を
一
斎
点
が
「
得
れ
雄
」
と
読
む
と
指
摘
し
、
ま
た
「
道
春
点
・
後
藤

「
及
ベ
ド
モ
」
と
逆
接
と
し
て
補
読
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、

J誌
が

一
斎
点
:
:
:
で
は



た
だ
「
及
ピ
」
と
補
読
し
て
い
る
」
と
す
る
。
春
楼
点
は
「
錐
」
{
子
に
関
し
て
は
、

A

イ
へ
ド
そ
}

「
之
を
得
と
雄
」
と
訓
じ
て
お
り
一
斎
点
と
異
な
る
。
し
か
し
「
雄
」
字
の
無
い
逆

接
で
あ
る
「
及
」
に
関
し
て
は
送
り
仮
名
を
送
っ
て
お
ら
ず
、
一
斎
点
に
同
じ
く

「
及
、
ひ
」
と
読
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
春
楼
点
は
、
「
雄
」
字
の
読
み
に
関
し
て
、
一
斎
点
の
持
つ
元
雑
を
避
け
る

と
い
う
特
徴
は
有
さ
な
い
が
、
階
論
よ
り
「
雄
」
字
の
有
無
を
判
断
し
う
る
と
い
う

点
で
は
一
斎
点
と
一
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。

「
雄
」
字
の
読
み
に
関
し
て
、
両
特
徴
で
一
斎
点
と
一
致
し
て
い
る
の
は
、
『
副
墨

例
客
』
の
辺
・
幻
条
で
、

22 

イ

ヘ

ド

モ

ト

件
障
悼

l
l
l

ロ
虫
レ
|
|
|

ト
モ雄

レ
|

ト
モ
ア
レ

雄
レ
有

雄主
LEi 雄2
レレト

|ト日;

雄ス
レド

モ

有ト
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雄
レ
然

エ〆

然Z

シ
カ
レ
ト
モ

然

雄主
レ

然主
レ

と
し
て
「
雄
」
を
「
ト
モ
」
と
読
み
、
「
雄
」
の
な
い
場
合
は
「
ト
モ
」
と
送
ら
な
い

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
『
副
墨
例
客
』
は
、
「
雄
」
字
の
読
み
と
、
「
雄
」
字
の
有

無
の
判
別
と
い
う
両
特
徴
を
有
す
る
と
い
う
点
で
、

一
斎
点
と
類
似
性
が
高
い
と
い

‘ぇザ
hv
。

三
l

三

「也」

「也」

の
読
み
か
た
に
関
し
て
、
鈴
木
氏
は
、
「
こ
れ
ら
「
也
」
を
置
き
字
と
せ
ず

読
み
表
す
こ
と
は
、
春
台
や
益
軒
に
よ
っ
て

判
さ
れ
た
が
、
一
斎
点
は
「
也
」
字
を
「
ナ
リ
」
や
「
ヤ
」
と
読
み
表
す
」
と
し
て

い
る
。
鈴
木
氏
は
、
「
也
」
を
「
ヤ
」
と
読
む
場
合
と
し
て
、
「
夫
子
至
於
是
邦
也
、

必
聞
其
政
」
(
『
論
語
』
学
而
)
と
「
如
其
善
而
莫
之
違
也
、
不
亦
善
乎
」
(
『
論
語
』

子
路
)
と
を
挙
げ
て
お
り
、
春
楼
点
も
同
じ
く
「
ヤ
」
と
読
ん
で
い
る
。
「
ナ
リ
」
と

読
む
場
合
に
関
し
て
は
、

「
国
語
の

「
累
」
と
な
る
」
と
し
て
批

可
レ
謂
レ
好
レ
学
也
巳

(
一
斎
点
)
学
を
好
む
と
謂
ふ
可
き
な
る
の
み

(
春
楼
点
)
「
可
」
に
「
キ
」
と
送
る
の
み
で
、
「
也
巳
」
部
に
は
ル
ピ
な
し
。

「
ナ
リ
」
と
読
む
場
合
は
、
こ
の
例
で
は
春
楼
点
に
ル
ピ
が
無
く
、

は
っ
き
り
し
な
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し、。
『
副
墨
例
署
』
で
は
、

17 

而ノ
巳ミ

也1
己{

也ノ
己ミ

市ノ
巳ミ

一
斎
点
の
特
徴
と
等
し
く
、
「
也
」
字
を
「
ナ
リ
」
と
読
み
表
す
こ
と
に

よ
っ
て
「
也
」
字
の
有
無
を
判
別
可
能
と
し
、
暗
諦
の
便
を
図
っ
て
い
る
。

と
あ
り
、

T
四

「之』

鈴
木
氏
は
、
「
之
」
に
関
し
て
、
「
「
一
斎
点
」
に
お
い
て
は
、
「
之
」
の
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
は
す
べ
て
、
そ
の
「
之
」
を
「
ノ
」
と
読
み
、
原
文
に
「
之
」
の
用
い



ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
、
「
ノ
」
を
読
み
そ
え
な
い
と
い
う
読
み

か
た
を
し
て
一
い
る
」
と
す
る
。

見
一
一
志
不
一
レ
従
、
又
敬
不
レ
違
、
勢
而
不
怨
。

(
一
斎
点
)
志
、
従
は
ざ
る
を
見
る
、
又
、
敬
し
違
は
ず
、
労
し
て
怨
み
ず
。

(
春
楼
点
)
志
、
従
は
ざ
る
を
見
は
、
又
、
敬
し
て
違
は
ず
、
労
し
て
怨
み
ず
。

鈴
木
氏
が
道
春
点
や
後
藤
点
、
が
「
志
ノ
」
す
る
と
指
摘
す
る
の
に
対
し
、
春
楼
点
は

「
志
」
に
送
り
仮
名
を
送
っ
て
お
ら
ず
、
一
斎
点
に
等
し
い
。

ま
た
鈴
木
氏
は
、
一
斎
点
を
除
く
多
く
の
訓
読
法
で
置
き
字
と
さ
れ
る
「
之
」
と

し
て
、
以
下
の
例
を
挙
げ
る
。

濯
レ
之
事
レ
父
、

遠
レ
之
事
レ
君

(
一
斎
点
)
之
を
遁
う
し
父
に
事
へ
、
之
を
遠
う
し
君
に
事
ふ
、
:

(
春
楼
点
)
之
を
遁
し
て
父
に
事
へ
、
之
を
遠
し
て
君
に
事
ふ
、

..
 

父
母
唯
其
疾
之
憂

(
一
斎
点
)
父
母
、
唯
其
の
疾
を
こ
れ
憂
ふ

(
春
楼
点
)
父
母
は
唯
だ
其
の
疾
を
之
を
憂
ふ

一
斎
点
が
特
に
こ
れ
ら
を
読
む
の
は
、
暗
請
の
際
に
「
之
」
の
有
無
を
判
断
す
る
た

め
で
あ
ろ
う
が
、
春
楼
点
も
同
様
に
こ
れ
ら
を
読
ん
で
い
る
。

『
副
墨
例
暮
』
で
は
、
「
之
」
一
文
字
の
読
み
に
つ
い
て
記
す
こ
と
は
な
い
が
、
そ

の
傾
向
を
窺
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

07 

其

斯

之

謂

輿

レ

ヲ

フ

其

斯

之

謂

輿

08 

レ

ノ

ヒ

リ

此

之

謂

也

レ

ヲ

フ

リ

此

之

謂

也

両
方
と
も
、
旧
点
が
「
ノ
」
と
読
む
「
之
」
を
「
コ
レ
ヲ
」
と
読
む
と
し
て
い
る
。

春
楼
点
の
使
用
例
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
「
コ
レ
」
と
読
む
こ
と
が
可
能
な
際
に
は
な

る
べ
く
「
コ
レ
」
と
読
み
「
之
」
字
の
存
在
を
示
す
と
い
う
懐
徳
堂
点
の
傾
向
を
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

=一l
五

「
於
」
・
『
乎
」
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ま
た
、
介
調
の
司
於
」
・
「
乎
」
に
関
し
て
、
「
「
於
」
・
「
乎
」
は
、
置
き
字
と
し
て
、

ご
ご
・
「
ヲ
」
・
「
ヨ
リ
」
な
ど
の
仮
名
を
、
そ
の
次
の
語
に
つ
い
て
読
み
そ
え
る
の

が
、
そ
の
常
法
で
あ
っ
た
。
:
:
:
し
か
し
、
「
一
斎
点
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
法
を

を
改
め
て
、
「
於
」
・
「
乎
」
を
直
接
に
ご
ご
・
「
ヲ
」
・
「
ヨ
リ
」
と
読
む
こ
と
に
し
て

い
る
」
と
あ
る
。
例
え
ば
、

(
一
斎
点
)
夫
子
至
レ
於
二
是
邦
-
也
，

必
聞
一
一
其
政
一

(
春
楼
点
)
夫
子
至
ニ
於
是
邦
一
也
，

必
聞
-
其
政



の
如
く
で
あ
る
。
春
楼
点
で
は
、
こ
れ
ら
「
於
」
「
乎
」
は
置
き
字
と
さ
れ
、

と
は
一
致
し
な
い
。

斎
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
「
予
無
楽
平
為
君
」
(
『
論
語
』
子
路
第
七
)
に
お
い
て
道
春
点

・
後
藤
点
が
「
乎
」
を
置
き
字
と
す
る
の
に
対
し
、
一
斎
点
は
「
君
ト
為
ル
有
楽
ム

無
(
シ
)
」
と
読
ん
で
い
る
。
ま
た
、
「
問
孔
子
於
子
路
」
(
『
論
語
』
述
市
)
・
「
責
於

人
」
(
『
論
語
』
衛
霊
公
)
に
お
い
て
道
春
点
・
後
藤
点
が
共
に
「
於
」
を
置
き
字
と

す
る
の
に
対
し
、
一
斎
点
は
「
孔
子
ヲ
子
路
於
問
」
・
「
人
於
責
レ
ハ
」
と
読
ん
で
い

る
。
春
楼
点
は
、
共
に
置
き
字
と
し
て
お
り
、
道
春
点
・
後
藤
点
に
同
じ
い
。
一

『
副
墨
例
墨
』
に
は
、

一
斎
点

12 

於

ス

ニ

|
-
於
|
一

と
あ
る
か
ら
、
置
き
字
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
春
楼

点
・
『
副
墨
例
墨
』
と
に
一
斎
点
と
一
致
し
な
い
と
い
え
る
。
一
斎
点
が
こ
れ
ら
を
読

む
こ
と
に
つ
い
て
、
鈴
木
氏
は
、
「
訓
読
と
い
う
も
の
は
、
:
:
:
自
に
は
原
文
に
即
し

て
落
字
な
く
読
む
こ
と
を
重
ん
じ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
右
の
例
に
お
け

る
よ
う
な
返
り
点
を
用
い
る
こ
と
は
、
こ
の
自
に
よ
る
記
憶
を
助
け
る
上
に
、
大
き

な
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。
一
種
の
暗
請
の
便
の
た
め
の
措

置
と
い
え
よ
う
が
、
懐
徳
堂
に
は
こ
う
い
っ
た
意
識
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

...... 
J、
形
式
名
詞
「
コ
ト
」

斎
藤
氏
は
、
形
式
名
調
「
コ
ト
」
に
つ
い
て
、
「
補
読
語
の
減
少
は
前
述
の
よ
う
に

江
戸
後
期
の
傾
向
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
形
式
名
調
「
コ
ト
」
は
良
く
補
読

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
「
コ
ト
」
で
さ
え
一
斎
点
で
は
補
読
す
る

こ
と
が
な
い
」
と
す
る
。
斎
藤
氏
は
、
「
予
無
楽
乎
為
君
」
(
『
論
語
』
子
路
第
七
)
に

つ
い
て
、
道
春
点
・
後
藤
点
が
「
君
為
ル
コ
ト
ヲ
楽
ム
コ
ト
無
シ
」
と
訓
読
す
る
の

に
対
し
、
一
斎
点
が
「
君
(
ト
)
為
ル
ヲ
楽
ム
無
(
シ
ご
と
、
「
コ
ト
」
を
補
読
し

て
い
な
い
例
を
挙
げ
て
い
る
。
春
楼
点
を
確
認
す
る
と
、

春
楼
点

予
無

柴

平
為ル

君

と
あ
り
、
「
君
為
ル
ニ
楽
(
ム
)
無
(
シ
ご
と
読
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

同
様
の
例
は
、
羅
氏
前
掲
論
文
に
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
民
無
得
而
称
駕
」
(
『
論

語
』
泰
伯
)
に
対
し
て
、
「
一
斎
点
以
外
(
引
用
者
注
:
・
文
之
点
・
道
春
点
・
後
藤
点

・
日
尾
点
を
指
す
)
は
「
称
す
る
「
無
シ
」
の
「
コ
ト
」
が
あ
る
が
、
一
斎
点
だ
け

が
「
コ
ト
」
の
使
用
が
な
い
」
と
し
て
い
る
。
春
楼
点
で
は
、
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(
春
楼
点
)
民
無
二
得
|
市
称
回
駕

と
あ
る
。
形
式
名
調
「
コ
ト
」
に
関
し
て
は
、
春
楼
点
は
、

ト
」
を
使
用
し
な
い
傾
向
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

一
斎
点
と
同
じ
く
「
コ

=
T七

使
役
形
式

斎
藤
氏
は
ま
た
、
一
斎
点
の
特
徴
と
し
て
、
「
「
使
」
・
「
令
」
等
の
助
字
を
用
い
た

使
役
の
表
現
形
式
』
を
挙
げ
て
い
る
。
氏
の
挙
げ
る
例
に
春
楼
点
を
加
え
る
と
、
以

下
の
よ
う
に
な
る
。



(
一
斎
点
)

ム

ニ

ラ

ト

子
路
使
二
門
人
為
一
レ
巨

〆

ヲ

タ

ラ

(
道
春
点
)
子
路
技
ニ
レ
門
l
人
為
一
レ
臣

〆

ヲ

ラ

(
後
藤
点
)
子
路
線
二
下
門
人
-
為
上
レ
臣

ム

ニ

ラ

ト

(
春
楼
点
)
子
路
使
二
門
|
人
為
一
レ
臣

道
春
点
・
後
藤
点
、
が
「
使
」
を
「
シ
テ
」
「
シ
ム
」
と
二
度
返
っ
て
読
む
比
較
的
古
い

形
式
を
採
る
の
に
対
し
て
、
一
斎
点
と
春
楼
点
と
が
「
:
・
ニ
|
使
ム
」
と
い
う
形
式

を
採
る
こ
と
が
見
て
取
ら
れ
る
。
『
副
墨
例
客
』
に
も
、

04 

イ吏シ

j吏ム

と
あ
り
、
「
使
」
を
一
度
返
っ
て
読
み
、
使
役
対
象
を
「
一
ご
で
承
け
る
形
式
を
採
っ

て
い
る
。
春
楼
点
・
『
副
墨
例
客
』
共
に
一
斎
点
と
等
し
い
と
い
え
る
。

一
斎
点
に
特
徴
的
と
さ
れ
る
訓
読
法
と
春
楼
点
・
『
副
墨
例
墨
』
と
を

比
較
し
て
き
た
。
以
上
の
例
か
ら
は
、
先
学
の
指
摘
通
り
、
一
斎
点
が
「
極
端
に
簡

略
」
「
原
漢
文
を
覚
え
や
す
い
」
と
い
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
ら
れ

た
。
ま
た
、
春
楼
点
と
一
斎
点
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
春
楼
点
は
一
斎
点
と

完
全
に
一
致
す
る
訳
で
は
な
く
、
一
斎
点
、
が
「
春
楼
点
に
本
く
」
と
は
断
じ
が
た
い
。

た
だ
、
春
楼
点
・
『
副
墨
例
塞
』
と
い
っ
た
懐
徳
堂
点
は
、
他
の
道
春
点
・
後
藤
点
な

一
斎
点
と
そ
の
特
徴
が
一
致
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
懐
徳

こ
こ
ま
で
、

ど
に
比
し
て
、

堂
点
は
他
の
点
に
比
し
て
一
斎
点
の
持
つ
「
簡
略
」
「
原
漢
文
を
覚
え
や
す
い
」
と
い

う
性
質
を
強
く
有
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
漢
文
訓
読
史
上
、
懐
徳
堂
点
は
、
道
春
点

・
後
藤
点
と
一
斎
点
と
の
中
間
的
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

ま
た
、
春
楼
点
と
『
副
墨
例
墨
』
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
副
墨
例
墨
』
の
方
が

比
較
的
一
斎
点
と
の
同
一
性
が
高
い
。
こ
れ
は
、
春
楼
点
が
実
際
に
刊
行
さ
れ
広
く

市
井
の
人
々
の
手
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
斎
の
点

は
、
し
ば
し
ば
二
斎
点
は
原
漢
文
中
の
文
字
を
記
憶
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
あ

ま
り
、
国
語
の
語
法
と
し
て
は
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
傾
向

が
見
ら
れ
る
」
(
斎
藤
文
俊
氏
「
近
世
に
お
け
る
『
論
語
』
訓
読
法
の
展
開
」
)
と
さ

れ
る
。
市
井
の
人
々
に
は
、
あ
る
程
度
「
国
語
と
し
て
意
味
の
わ
か
り
や
す
い
こ
と

を
求
め
」
(
鈴
木
氏
前
掲
書
)
る
た
め
、
国
語
と
し
て
読
み
や
す
い
訓
読
文
と
し
た
点

が
、
一
斎
点
と
一
致
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
一
斎
点
『
図
書
』
が
暗
諦
用
に
特
化
し
た
訓
読
法
を
そ
の
ま
ま
刊
行
し

た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
懐
徳
堂
点
は
、
刊
行
さ
れ
た
四
書
の
点
(
春
楼
点
)
は

暗
記
の
便
を
図
り
つ
つ
も
あ
る
程
度
国
語
と
し
て
の
体
裁
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
り
、

内
部
学
習
者
の
ノ
l
ト
で
あ
る
『
副
墨
例
客
』
は
、
暗
記
に
特
化
し
た
訓
読
法
を
記

し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

訓
読
法
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
「
国
語
と
し
て
意
味
の
わ
か
り
や
す
い
こ
と
を
求

め
」
る
傾
向
と
、
「
原
文
の
通
り
暗
諦
で
き
る
よ
う
に
訓
読
す
る
こ
と
に
努
め
」
(
鈴

木
氏
前
掲
書
)
る
傾
向
と
が
並
立
し
て
い
た
。
一
斎
点
は
、
代
表
的
な
後
者
重
視
の



訓
読
法
で
あ
る
。
懐
徳
堂
点
は
、
「
ツ
ト
メ
テ
元
雑
ノ
副
墨
ヲ
サ
ケ
、
簡
易
明
当
ヲ
求

ム
ル
」
、
「
幼
童
暗
諦
〆
モ
、
本
文
助
字
ノ
有
無
ハ
大
カ
タ
分
ル
」
訓
点
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
等
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

畢
寛
す
る
に
、
訓
読
法
史
上
、
簡
略
さ
と
暗
請
の
便
を
求
め
る
流
れ
に
お
い
て
、

懐
徳
堂
点
は
、
道
春
点
・
後
藤
点
と
一
斎
点
と
の
中
間
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能

だ
と
い
え
よ
う
。

寒
泉
文
庫
に
は
、
『
課
蒙
復
文
原
文
』
(
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
内
寒

泉
文
庫
蔵
、
資
料
番
号

O
一
七
)
と
い
う
一
冊
の
抄
本
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
各
書
よ
り
文
章
を
抜
き
書
き
、
そ
の
字
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
題
名
よ

り
、
童
蒙
に
書
き
下
し
文
を
白
文
に
復
文
す
る
練
習
を
さ
せ
る
た
め
の
教
本
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
の
知
識
人
に
は
、
漢
文
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、

日
本
人
の
書
く
漢
文
に
は
常
に
「
和
習
」
の
問
題
が
つ
き
ま
と
う
。
そ
の
た
め
懐
徳

堂
で
は
、
漢
文
を
読
解
す
る
際
に
は
「
簡
易
明
当
」
で
「
幼
童
暗
諦
」
に
便
利
な
訓

読
法
を
用
い
て
原
文
を
暗
記
し
、
さ
ら
に
読
み
下
し
文
よ
り
白
文
を
復
元
す
る
練
習

を
行
な
い
漢
作
文
の
基
礎
カ
を
養
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
懐
徳
堂
点
と
は
、
漢
学
塾

で
あ
っ
た
懐
徳
堂
の
漢
文
教
育
の
一
翼
を
担
う
訓
読
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

注

( 

一、...... 

題
名
に
関
し
て
、
「
懐
徳
堂
発
行
の
『
藍
本
四
書
』
(
享
和
3
年
刊
)
が
「
永

日
堂
(
三
宅
春
楼
)
点
」
と
書
か
れ
て
い
る
(
そ
の
他
履
軒
『
治
水
澗
論
』
履

軒
『
河
図
累
薬
』
の
版
心
に
「
永
日
堂
」
と
あ
る
)
こ
と
か
ら
す
る
と
、
永
日

--、 一一、...... 
堂
と
は
懐
徳
堂
の
別
称
か
」
(
湯
城
吉
信
氏
「
懐
徳
堂
文
庫
資
料
解
題
(
7
)
」

「
永
日
堂
耕
論
」
条
、
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
』
、
湯
浅
邦
弘
氏
編
、
大
阪
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
、
平
成
一
五
年
)
と
あ
る
。

一
条
に
数
件
の
訓
読
例
が
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
た
め
、
三
四
条
四
六
例

と
な
る
。

(
三
)
上
の
文
例
が
旧
点
(
一
般
的
な
訓
読
法
)
、
下
の
文
例
が
改
点
(
懐
徳
堂
の
訓

読
法
)
と
な
る
。
な
お
、
条
頭
の
条
番
号
は
引
用
者
に
よ
る
。

(
四
)
「
不
」
の
下
の
か
り
が
ね
点
、
が
「
一
レ
」
で
な
い
の
は
底
本
に
依
る
。

(
五
)
拙
著
「
並
河
寒
泉
『
排
怪
』
翻
刻
」
(
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

O
O四
、
平

成
一
八
年
)
等
を
参
照
。

(
六
)
日
の
旧
点
「
可
失
」
を
「
カ
ソ
」
と
す
る
も
の
の
み
原
則
と
外
れ
る
。
日
の
旧

点
「
宜
失
」
を
「
ム
ベ
ナ
リ
」
と
す
る
こ
と
か
ら
鑑
み
れ
ば
、
或
い
は
「
カ
ナ

一28 -

リ
」
の
誤
り
か
。

(
七
)
斎
藤
文
俊
氏
「
近
世
に
お
け
る
『
論
語
』
訓
読
法
の
展
開

る
分
類
|
」
(
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
七
七
輯
、
昭
和
六
二
年
)
等
を
参
照
。

(
八
)
一
斎
点
『
四
書
集
註
』
文
政
八
年
序
刊
を
使
用
。

(
九
)
一
斎
点
『
(
林
家
正
本
)
図
書
集
註
』
文
政
八
年
刊
、
道
春
点
『
図
書
集
註
』

寛
文
四
年
刊
、
後
藤
点
『
(
新
刻
改
正
)
図
書
集
註
』
寛
政
六
年
刊
を
使
用
。

(
十
)
驚
藤
文
俊
氏
「
江
戸
・
明
治
期
の
漢
文
訓
読
と
一
斎
点
」
参
照
。 ー

条
件
表
現
に
よ

(
台
湾
・
明
道
大
学
助
理
教
授
)




